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1. 新型コロナの現状（オミクロン）＋
脳梗塞とコロナ

2. 脳卒中とは
3. 脳卒中と⾷事
4. 脳卒中と運動
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Omicron variant of COVID-19
• 懸念される変異株（VOC）に指定
• 全体で５０箇所以上、スパイク蛋⽩に３２箇
所の変異

• 感染⼒は⾮常に強い可能性あり（細胞内に侵
⼊しやすい）（デルタの４倍？）

• 免疫回避能が⾼い可能性あり（抗原性変化）
• 重症化リスク？？？（現時点では不明）
• PCRは（プライマーにより検出できないもの
あり）

• 抗原検査（検出できにくい可能性あり）
• ワクチン効果（低い）（ブースト接種必須）
（オミクロンワクチン開発必要）

• 抗体療法は効きにくいかも。
• 経⼝薬は効果ある可能性⾼い。



Mechanism of thrombosis / vasculitis due to 
new coronavirus infection
新型コロナウイルス感染による⾎栓症・⾎管炎の発症機序

Virus binds to receptors and damages vascular endothelial cells
ウイルスが受容体に結合し⾎管内⽪細胞が障害

⾎栓

Thrombosis can be caused around damaged vascular endothelial cells
障害された⾎管内⽪細胞の周囲に⾎栓できる
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• Virus- induced vascular endothelial damage 
(ウイルスによる⾎管内⽪障害)

• Viremia (ウイルス⾎症)

• Increased coagulation (凝固系亢進)

• Cytokine storm (サイトカインストーム)

＋
Thrombosis
⾎栓症

Cerebral infarction
脳梗塞感染患者の脳梗塞リスク

（⾎栓⽣成関連物質量から）
患者全体 42％
死亡者 81％



冬に脳卒中が起こりやすいのは？

気温低下
• ⾎管収縮 → ⾎圧上昇
• ⽔分摂取量低下 → 脱⽔ → ⾎流低下
• 運動量低下 → 循環障害
• 栄養の偏り、ビタミン不⾜ → 動脈硬化、⾎栓形成
• 感染症増加
• 不整脈増加
• 睡眠時間
• アルコール摂取量増加
など



脳卒中＝
脳梗塞＋脳出⾎＋くも膜下出⾎

前⼤脳動脈領域 中⼤脳動脈領域 後⼤脳動脈領域





脳動脈が詰まった後の経過

できるだけ早い治療開始が重要





脳梗塞
• 脳⾎栓（アテロームによる動脈硬化が徐々に進⾏）
• 脳塞栓（⼼臓、⼤⾎管の⾎栓がとんでつまる）
• ラクナー梗塞（⾮常に細い⾎管が閉塞）



脳卒中予防の⾷事
•減塩
•肥満防⽌
•野菜、果物（Kカリウム）、⽜乳（Ca, Mg）、⾷物
繊維
• DHA、EPA（⿂）
•節酒



•脳卒中は運動の習慣化で防げる 週に３〜４⽇以
上は汗をかくと効果的
•汗をかく程度の活発な運動を週に4回⾏う⼈で、脳
卒中リスクはもっとも低下
•運動不⾜で座位時間が⻑いと脳卒中リスクが7倍に
上昇→⽴ち上がって体を動かそう
•ストレッチ、ウオーキング、ジョギングなど

脳卒中予防の運動


